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平成 28-29 年獣医学研究院・獣医学研究科・獣医学部年報の発刊にあたって

� 北海道大学大学院獣医学研究院長・獣医学部長　堀内　基広

　第三期中期期間に入り，大学の機能分化が加速化されつつある。運営費交付金の削減により国立大学の財政基
盤が脆弱化する一方で，教育研究により培われた成果を資源として，あるいは独自の経営戦略によって大学独自
の増収を図り，国費への依存度を抑えた大学運営体制の構築が，今後の課題となっている。大学に身を置く教員
一人一人が，真理の探求，高度人材育成，ならびに研究成果や科学的識見をもって社会に貢献できることに喜び
と誇りを感じつつも，この変革の波を意識し，時代の流れを先導するために自己改革および組織改革に取り組ま
ねばならない。
　獣医学研究科（現獣医学研究院）は人獣共通感染症リサーチセンターとともに，21 世紀 COEプログラム，
GCOEプログラムなどの大型研究プログラムを組織的に運営し成功裏に導き研究力を強化してきた。また，博
士課程教育リーディングプログラム「One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム」，大
学改革強化推進補助金「国立獣医系 4大学群による欧米水準の獣医学教育実施に向けた連携体制の構築」，ある
いは大学の世界展開力強化事業「日本とタイの獣医学教育連携：アジアの健全な発展のために」などにより大学
院教育改革，獣医学教育改革，ならびに国際化を積極的に進めてきた。その成果は，獣医学院と国際感染症学院
の開設（平成 29 年度）へと発展し，本刊の発行直前には，平成 30 年度の卓越大学院プログラムに，本研究院と
人獣共通感染症リサーチセンターが中心となり北海道大学から申請した「One Health フロンティア卓越大学院」
が採択されるという朗報も飛び込んできた。さらに，獣医学部と帯広畜産大学で実施する共同獣医学課程の教育
体制・内容が国際水準にあることを担保するために欧州獣医学教育確立協会（The European Association of Es-
tablishments for Veterinary Education，EAEVE）による認証取得を目指して教育改革に邁進してきたが，平成
31 年度に本審査を受けるところまで漕ぎ着けた。
　これらの成果に奢ることなく，謙虚に日々の活動を振り返り検証し，さらなる高みを目指すために必要な事項
を整理して実施する動機付となるのが，この自己点検・評価である。獣医学研究院・獣医学部の構成員とって，
日々の活動を省みて明日への糧となるものであり，また，この 2年間の活動を振り返り，より一層，社会の要
請・要望に応えられるよう，プロフェッショナルとしての立場を再認識する機会でもある。教育研究活動の質保
証（Quality assurance）が求められる時代，継続的な組織改善・改革に取り組む自浄能力の研鑽は必須であ
る。常に自身の活動を分析し，周囲からの意見を真摯に受け止め，改善すべき点は臨機応変に改善し，日本，ひ
いては世界の獣医学を先導する大学として，質の高い教育研究活動を継続することを，本報告書の発刊にあたり
再確認したい。
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